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コンプトンカメラによるイメージングの高精度化のため、同時に複数のガンマ線を放出する核種に対して

同時計数を取得し明瞭なイメージングを目指している。実験により、単一線源・複数線源の撮像において

より高精度なイメージングが可能であることを実証した。 
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1. 緒言 

原子力発電所の廃炉に伴って生じる放射性廃棄物は非常に量が多いため、一度に広範囲を測定可能なス

クリーニング技術が必要である。コンプトンカメラはガンマ線イメージング技術の一つであり、スクリー

ニングへの使用が見込まれるが、SN 比の低さや奥行き方向の分解能が問題となりガンマ線源の 3 次元分布

の測定が困難である。我々は 134
Cs や 60

Co のようなガンマ線を同時に複数放出する核種を対象として、複

数のコンプトンカメラで同時計数を取得することでより明瞭なイメージングを行う手法(Double Photon 

Emission CT, DPECT)[1]の開発を行っている。 

2. 実験系 

 図 1 に実験系の概要図を示す。コンプトンカメラは GAGG

シンチレータおよび SiPMを組み合わせた検出器を、散乱体・

吸収体それぞれ 8×8個並べたもので構成されている。同時計

数データ取得のため、2台のコンプトンカメラのデータ取得ボ

ードに外部から同時信号を送信した。 

3. 結果 

図 2,3 に主な結果を示す。134
Cs 点線源を 120 分間計測した

データにおいては DPECT により線源を置いた位置以外の反

応が薄くなり、SN 比が 2.47→9.83へと向上した。また、22
Na

の点線源 2 つを 150 分間計測したデータにおいては断面図より従来の手法よりも鮮明に 2 つの線源を弁別

可能であることが示された。 
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図 1 実験系概要図 

図 2 134
Cs点線源の撮像結果(左:単光子,右:DPECT) 図 3 22

Naの点線源 2つの撮像断面 
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